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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期
第１四半期
連結累計期間

第13期
第１四半期
連結累計期間

第12期

会計期間

　自平成23年
　４月１日
　至平成23年
　６月30日

　自平成24年
　４月１日
　至平成24年
　６月30日

　自平成23年　　　　　
　４月１日
　至平成24年
　３月31日

売上高（千円） 564,869 926,690 3,302,187

経常利益（千円） 85,611 157,726 209,548

四半期（当期）純利益（千円） 40,329 24,983 175,324

四半期包括利益又は包括利益（千円） 16,987 68,918 157,337

純資産額（千円） 2,325,976 2,473,695 2,555,119

総資産額（千円） 2,677,202 3,242,137 3,701,099

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 706.62 439.48 3,077.75

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
695.11 437.43 3,046.68

自己資本比率（％） 85.8 74.9 65.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　　　　　記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）経営成績に関する分析　

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、6月日銀短観によると、長期化する円高や欧州債務危機による輸

出減少等の影響が懸念されたものの、復興需要や消費拡大に伴い3四半期ぶりに大企業を中心に景況感は改善傾向を

示しました。特に、設備投資に関しては、大企業製造業の2012年度計画で12.4％増加を見込んでおり、リーマンショッ

ク前の水準に達しています。一方、当社の属する情報サービス業界についても、大企業を中心に全産業で2012年度ソフ

トウェア投資計画が、前回調査の前年度比1.8％減少から1.7％増加（日銀短観：ソフトウェア投資額（全産業）参

照）へと増勢に転じており非常に緩やかながらも回復局面にあります。このような経営環境の下で、当第1四半期連結

累計期間の当社の経営成績は下記のとおりとなりました。

 

売上高 926,690千円 （前年同期比64.1％増）

営業利益 155,578千円 （前年同期比82.1％増）

経常利益 157,726千円 （前年同期比84.2％増）

四半期純利益 24,983千円 （前年同期比38.1％減）

 

　特筆すべき事項を記載すると下記のとおりです。

①売上高については、前連結会計年度における経営統合による新規顧客層の拡大と、公共、製造業等を中心とする

既存顧客からのリピートオーダーの堅調推移により、第1四半期連結累計期間としては過去最高の926,690千円

（前年同期比64.1％増）となりました。

 

②損益面については、売上高の大幅な拡大と効率的な事業運営により経営統合の効果が発現してきており、営業

利益及び経常利益はそれぞれ155,578千円（前年同期比82.1％増加）、157,726千円（前年同期比84.2％増加）と

なり過去最高を記録しました。また、四半期純利益については、保有上場有価証券の一部について減損損失を計上

したことから前年同期比38.1％減少の24,983千円となりました。

　

 

　 （2）財政状態に関する分析　

　　資産、負債及び純資産の状況

総資産は、主に売掛金等の当座資産の減少により前連結会計年度末比12.4％減少の3,242,137千円となりました。ま

た、負債については、主に法人税等の支払いによる未払法人税等の減少や賞与の支払いによる賞与引当金の減少によ

り、前連結会計年度末比32.9％減少の768,442千円となりました。純資産は、自己株式の取得等により前連結会計年度

末比3.2％減少の2,473,695千円となりました。

 

　 （3）研究開発活動　

該当事項はありません。なお、当第1四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更

はありません。

　 

　 （4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第1四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社法

施行規則第118条第3号に掲げる事項）は次のとおりであります。 

当社は、事業ドメインである「戦略的IT投資領域」への高付加価値サービスを通じて顧客満足度を向上させることに

より安定的に事業成長することを基本的な経営方針としています。したがって、当社の事業遂行には、「戦略的IT投資

領域」に精通した者が取締役や業務執行者に就任し、事業の方針を決定し、業務執行体制を構築することが必要であ

り、これによってはじめて当社の事業価値の維持・向上が図られるものと認識しております。以上が、会社の支配に関

する基本方針であります。

　現時点において、当社株式の大規模な買付行為に関する具体的な対応方針は特に定めておりませんが、上記の方針に

照らして必要であると判断した場合には、社内外の専門家を含めて検討したうえで適切に対応策を講じます。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 232,000

計 232,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年6月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年8月13日）(注)1

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 60,040 60,108

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

(注)2

計 60,040 60,108 － －

（注）1．「提出日現在発行数」欄には、平成24年8月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権等の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

      2．権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式です。なお当社は単元株制度は採用しておりませ　

　 ん。　　　　　　　　　

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 

平成24年4月 1日～

平成24年6月30日

 

8 60,040 150 818,085 150 808,321

　　(注)1.　新株予約権の行使による増加であります。

　　　　2.　平成24年7月1日から平成24年7月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が68株、資本金及び資

本準備金がそれぞれ1,275千円増加しております。

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　　　当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成24年3月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

 平成24年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  －　 － －

議決権制限株式（自己株式等）  －　 － －

議決権制限株式（その他）  －　   －　 －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式    3,106 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 　普通株式 　 56,926 56,926

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 60,032 － －

総株主の議決権 － 56,926 －

 

②【自己株式等】

 平成24年6月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＵＬＳグループ株式会

社　

東京都中央区晴海一丁目

８番10号晴海アイランド

トリトンスクエアオフィ

スタワーＸ棟14階

3,106 － 3,106 5.17

計 － 3,106 － 3,106 5.17

（注）当第１四半期会計期間末日現在の所有株式数の合計は、3,873株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合

6.45％）となっております。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 718,089 1,170,340

売掛金 1,536,416 620,771

仕掛品 247,268 362,854

その他 294,837 322,743

流動資産合計 2,796,611 2,476,710

固定資産

有形固定資産 65,134 61,216

無形固定資産

のれん 72,899 77,975

その他 7,131 8,118

無形固定資産合計 80,030 86,093

投資その他の資産

投資有価証券 620,063 488,003

その他 139,259 130,113

投資その他の資産合計 759,323 618,117

固定資産合計 904,487 765,427

資産合計 3,701,099 3,242,137

負債の部

流動負債

未払金 340,905 165,376

未払費用 99,481 83,067

賞与引当金 184,169 73,214

品質保証引当金 11,435 4,211

受注損失引当金 203,657 181,615

未払法人税等 125,485 54,628

その他 180,845 193,231

流動負債合計 1,145,979 755,345

固定負債

その他 － 13,097

固定負債合計 － 13,097

負債合計 1,145,979 768,442

純資産の部

株主資本

資本金 817,935 818,085

資本剰余金 1,158,364 1,158,514

利益剰余金 608,070 597,988

自己株式 △108,768 △143,007

株主資本合計 2,475,601 2,431,580

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △41,641 △2,260

その他の包括利益累計額合計 △41,641 △2,260

少数株主持分 121,159 44,375

純資産合計 2,555,119 2,473,695

負債純資産合計 3,701,099 3,242,137
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 564,869 926,690

売上原価 347,839 625,742

売上総利益 217,030 300,947

販売費及び一般管理費 131,595 145,368

営業利益 85,434 155,578

営業外収益

有価証券利息 934 －

受取配当金 － 2,448

業務受託料 300 －

その他 49 5

営業外収益合計 1,283 2,454

営業外費用

自己株式取得費用 1,101 306

その他 5 －

営業外費用合計 1,107 306

経常利益 85,611 157,726

特別利益

投資有価証券売却益 － 167

特別利益合計 － 167

特別損失

投資有価証券評価損 － 105,414

リース解約損 1,044 －

特別損失合計 1,044 105,414

税金等調整前四半期純利益 84,567 52,479

法人税等 37,749 22,941

少数株主損益調整前四半期純利益 46,817 29,538

少数株主利益 6,488 4,554

四半期純利益 40,329 24,983
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 46,817 29,538

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △29,830 39,380

その他の包括利益合計 △29,830 39,380

四半期包括利益 16,987 68,918

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,499 64,364

少数株主に係る四半期包括利益 6,488 4,554
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。これによる当第１四半期連結

累計期間の損益への影響は軽微であります。  

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用する方法によっております。

　

【追加情報】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　該当事項はありません。　

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。　　
　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却費は、次のと

おりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 2,344千円 5,531千円

のれん償却費 -　 1,586千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年6月24日

定時株主総会
普通株式 19,737342.00 平成23年３月31日 平成23年6月27日利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年6月27日

定時株主総会
普通株式 35,066616.00 平成24年3月31日 平成24年6月28日利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年4月1日　至平成23年6月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円）　

　

　

報告セグメント

調整額 (注)1

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2

コンサルティング

事業

ソフトウェア

事業
計

売上高 　 　 　　 　

外部顧客への売上高 508,960 55,908 564,869 － 564,869

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － －

計 508,960 55,908 564,869 － 564,869

セグメント利益 170,506 8,949 179,455△ 94,020 85,434

（注）１．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費（全社費用）であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年4月1日　至平成24年6月30日）

　当社グループは、平成23年10月3日付でソフトウェア事業を吸収分割の方法により他社に承継しております。こ

れによりコンサルティング事業の単一セグメントとなったため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 706円62銭 439円48銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 40,329 24,983

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 40,329 24,983

普通株式の期中平均株式数（株） 57,074 56,849

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 695円11銭 437円43銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 945 266

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－　 －　

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月13日

ＵＬＳグループ株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
　
業務執行社員

 公認会計士 手塚　正彦　　印

 
指定有限責任社員
　
業務執行社員

 公認会計士 長塚　弦　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＵＬＳグループ

株式会社の平成24年4月1日から平成25年3月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年4月１日から

平成24年6月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年4月1日から平成24年6月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＵＬＳグループ株式会社及び連結子会社の平成24年6月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
　
　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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